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令和４年仙審第３２号 

裁    決 

貨物船Ａ養殖施設損傷事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 四級海技士（航海） 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官高橋政章出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

             主    文 

 

 受審人ａの四級海技士（航海）の業務を１か月停止する。 

 

             理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和４年３月１５日１９時１０分 

 宮城県石巻市小滝東方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ４９９トン 

  全 長 ６３.００メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出 力 ７３５キロワット 
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３ 事実の経過 

Ａは、操舵室前部中央に舵輪、左舷側にレーダー２台及びＧＰＳプ

ロッター、右舷側に機関遠隔操縦装置をそれぞれ備えた船尾船橋型鋼

製貨物船で、ａ受審人ほか５人が乗り組み、水酸化マグネシウム  

７００トンを積載し、船首３.５メートル船尾４.６メートルの喫水を

もって、令和４年３月１５日０７時２０分福島県小名浜港を発し、北

海道室蘭港に向かった。 

ところで、小滝の東方沖合には、平成３０年９月１日から令和５年

８月３１日までを存続期間とする、宮城県漁業協同組合が同県知事か

ら免許された免許番号区第２１０２号の区画漁業免許状に基づく第１

種区画漁業の漁場区域が、寺浜灯台から１１３.５度（真方位、以下

同じ。）２.１海里、１４２.５度２.５４海里、１４７.５度２.１海

里、１４１度２.０５海里、１４５.５度１.３９海里、１５８度

１.５２海里、１６５.５度１.３１海里、１２５度１,７３０メートル

及び１１３.５度２.１海里の各地点を順次結んだ線によって囲まれた

海域（以下「２１０２号区域」という。）に設定されていた。 

２１０２号区域は、海上保安庁がインターネットで提供している海

の安全情報のスマートフォン用サイトによる区画漁業権の区域の設定

状況によって、その詳細な位置が周知され、北東端及び南端にそれぞ

れ夜間識別可能な標識が設置されており、同区域内にはわかめ養殖施

設が敷設されていた。 

  また、ＡのＧＰＳプロッターは、メモリーカードの地図情報を表示

させることができ、画面上には漁場区域の存在が赤色点線で示されて

いたものの、その位置は正確なものではなく、同プロッターの起動画

面及び取扱説明書には、収録された情報は航海の参考に供するもので、

航海上の判断は海図を使用すべき旨がそれぞれ表記されていた。 
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ａ受審人は、発航に先立ち、前線の通過に伴い西風が強くなる等の

気象情報を入手していたことから、海上模様が悪化したときには、風

波の影響を受けにくい宮城県沖合の陸岸寄りを北上する予定としてお

り、同沖合に多数の養殖施設等が敷設されていることを知っていたも

のの、その詳しい状況まで承知していなかったが、同施設等は湾内に

敷設されているので、予定針路線上に養殖施設等は存在しないものと

思い、インターネットを活用して２１０２号区域の詳細な位置を確認

するなど、水路調査を十分に行わなかった。 

ａ受審人は、１７時１０分牡鹿半島東方沖合を北上中、西風が強く

なってきたことから昇橋し、海図に記入しておいた陸岸寄りの針路で

航行するよう、当直航海士に指示をして降橋した。 

ａ受審人は、１７時４５分宮城県江島東方沖合で再び昇橋して単独

の船橋当直に就き、レーダーをコースアップの３海里レンジで船首方

を約５海里表示させるようオフセンターとして作動させ、同沖合を北

上し、１８時２７分半僅か前寺浜灯台から１６７.５度８.４５海里の

地点で、針路を０００度に定めて自動操舵とし、１０.２ノットの速

力（対地速力、以下同じ。）で進行した。 

ａ受審人は、針路を定めたとき、２１０２号区域に向首する状況と

なったものの、同区域の存在に気付かないまま続航し、１９時１０分

僅か前２１０２号区域に進入し、１９時１０分寺浜灯台から１１９度

２.０９海里の地点において、Ａは、原針路及び原速力で、同区域に

敷設された養殖施設に乗り入れた。 

当時、天候は晴れで風力５の西北西風が吹き、潮候は下げ潮の末期

に当たり、視界は良好であった。 

その結果、Ａは、球状船首に擦過傷を、養殖施設は、桁綱の切断等

をそれぞれ生じた。 
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 （原因及び受審人の行為） 

本件養殖施設損傷は、小名浜港を発航するにあたり、水路調査が不十

分で、夜間、小滝東方沖合に設定された２１０２号区域に向首進行した

ことによって発生したものである。 

ａ受審人は、宮城県沖合の陸岸寄りを北上する予定で小名浜港を発航

する場合、同沖合に多数の養殖施設等が敷設されていることを知ってい

たものの、その詳しい状況まで承知していなかったから、２１０２号区

域に敷設された養殖施設に乗り入れることのないよう、インターネット

を活用して２１０２号区域の詳細な位置を確認するなど、水路調査を十

分に行うべき注意義務があった。ところが、同人は、養殖施設等は湾内

に敷設されているので、予定針路線上に同施設等は存在しないものと思

い、水路調査を十分に行わなかった職務上の過失により、２１０２号区

域に向首進行して養殖施設に乗り入れる事態を招き、船体及び養殖施設

に損傷を生じさせるに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の四級海技士（航海）の業務を

１か月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

  

   令和５年９月２６日 

     仙台地方海難審判所 

審 判 官  植  松     正 

 

 


